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からである。それをたおやかな存在としての“布”に透明度のある染料で染色することで表現が可能である
としたことに本研究の中心的テーマがある。 
染色技法には、古くは正倉院に残る大陸伝来技法の夾纈・纐纈・臈纈がある。その後の遣唐使廃止や律令
制が崩壊し封建制に移行して行く段階で、三纈に替わって型染や友禅染が現れた。それらの技法によるもの
は同一平面上に表現された図柄である。しかしながら、明治以降にはじまる「ろうけつ染」は臈纈やジャワ
のバティックとは違い、ロウによる防染を繰り返すことで、色彩の積層表現を可能にした。先行の研究等を
精査した結果、本人は「ろうけつ染」と語彙を定めた。それは“物の捉え方”と“眼差しの積層”という情
感を視覚化することに合致した表現技法である。心という情感を絵画と同等な平面表現として可能とさせる、
ろうけつ染技法による図像化である。しかしながら、絵の具という色料で描かれた絵画とちがい、染料によ
り染色されて布上に表現された図像は光を透過して、背面からも鑑賞できる。一方向から観る絵画特有の二
次平面の世界ではなく、四方から鑑賞できることで作品自体が三次元空間に存在する〈もの〉となり、本人
が描こうとする「気色」を写し込むことができた。これは“布”というたおやかな存在が風に揺らぎ、光を
受けて変化することで明晰なかたちで、「気色」が現れたことになる。ここに論述と作品との合致がみられる。 
「気色を纏う」というタイトルで制作された作品は（縦２７０㎝×横９０㎝）５点、（縦２７０㎝×横８０
㎝）４点、（縦２７０㎝×横７０㎝）２点の１１点が横方向に並列されたものである。シルクデシンの光沢の
ある布地を使用することで、透明感のある明るい色相を美しく表現することができた。上述のように光と空
気が流れることで、時間的経過さえも感じ取ることができる。モチーフの花は優美さを現出させる一方、無
常観さえも漂わせている。 
シルクデシンという絹地は繊細であるために、非常に扱いにくく染色しづらい布地であるが、これまでの
経験年数に比して、かなりの点数の制作を経験してきたことにより、支障無く完成に至った。ろうけつ染は
後戻りのできない表現技法であるために、明確な設計が描かれていなければならない。意のままに完成させ
るに至ったことは、常に真摯な姿勢と不断の努力によるものである。 
論文と作品の整合性の根幹をなすものは、内包する万葉的精神性や本居宣長のいう「わきまえる」ことに
ついて考察しつつ、「眼差しの積層」と「色彩の積層」を導きだしたことにある。染めるという行為によって
「気色」を具現化し自己の思想を持つに至ったことは、今後の研究の深造にも多いに期待できるものとして、
本研究を評価し合格とした。 
